
 
 
 
 
平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 

金融危機の影響により、主力の計測事業を中心にその市場である国内製造業の稼働率の低下を受け、第１四半期は売上
高が前年同期比32.2％の減少と大きく落ち込みましたが、第２四半期以降、受注増進プロジェクトの効果や市況改善等に
より回復してまいりました。また、育成中の自動認識その他事業では大口案件の獲得に努めた結果伸張し、売上高は前回
予想に比べ0.3％減の2,561百万円（前期2,974百円）と売上ではほぼ予想どおりに推移いたしました。しかし、利益面では、
販売体制の再構築のためのシステム構築、生産設備の自動化に伴う立上げ費用の増加などにより、営業利益45百万円
（前期30百万円）が前年同期比で50％を上回ったものの、前回予想を下回る見込みとなりました。 
 
（注）本資料は現時点において入手可能な情報に基づくものであるため、実際の業績等は今後様々な要因によって異なる
場合があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成21年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,570 100 100 85 14.17

今回発表予想(B) 2,561 45 70 62 10.41

増減額(B-A) △8 △54 △29 △22

増減率(%) △0.3 △54.6 △29.1 △26.5

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期） 2,974 30 28 △502 △83.81


